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....o%clQS. F

T
&tpQSr

I 
I
n
d
m
n
a

 Historical Society publicatims' vol.15, No. 3
,

1
9
400
.
 

Rowland H
m

 Harvey. 

Robert 

oi.
s
. Social idealist. Univ. of

,

N
'
.
c
.
.
.

Bennett. 

T
he F

s
d

 Qf. the Te

長

e, "being 

the.historv of 

industrial i
i
n
g
r

 hcmd., 

1949. 

(chap. 

6, 

Robert 

O
w
e
n

 

and 

the nineteenth, century)

A.E. Bestor.. 

Bcû
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な
お
オ
ウ
エ
ン
の
文
献
に
つ
い
て
は
.、
す
で
に
古
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
前

:
■
三

..•：'

.
 

:•

ォ
ゥ
工
ソ
に
関
す
る
わ
が
国
の
.文
献
は
、，
そ
の
.数
が
極
め
.て
多
.い
.に
も
か
か
.
. 

わ
ら
ず
，
紹
介
や
概
説
の
域
を
出
な
い
こ
と
が
多
い
.-:
.そ

の

.中

で

近

年

の

研

究
 

と
し
て
注
目
す
べ
き
も
.の
は
、
永
并
氏
の
•著
作
で
、.
こ
れ
は
.

ま
と
ま
っ
た
ォ
ゥ 

ェ
シ
論
と
い
ぅ
わ
け
で
は
,^V

、

ロ

バ

ー

ト

.
，
ゥ

ォ
I
レ
ス
、
'
 
リ
'チ
ャー

ド
'
.

プ
ラ
イ
ス
、
：：

ジ
ョ
ゥ
ゼ
フ
，
プ
リ
f

ス
，ト
.
.リ

:ジ
ョ
ゾ

•
力ー

ト
ラ
イ
ト
、

ロ

パ

I

ト
r
ォ
ゥH

ン
、

.
J
 

. 

0
0 

•

ミ
へ
ル
を
と
り
上
げ
た
特
殊
^

視
角
か
ら
す
る
. 

思

漶

史

研

究

，，で

あ

る

が

、

そ

の

_副
題
に
:%
示
さ
れ
る
よ
ぅ
に
>
空
想
的
社
会
主 

義
の
：成
立
を
そ
：の
帰
着
点
ど
し
て
や
る
。
氏
の
意
図
は
、
,-
自
然
法
思
想
か
ら
功
：
 

fr
主
義
へ
と
い
う
社
会
思
想
史
上
の
転
換
期
を
ィ
'ギ
リ
ス
急
進
主
義
の
.流
れ
の
：

..中

..に

追

い

、
，
ま
.
た

ゥ
.才
■丨

レ)

ス
，
と

ォ

ケ

ェ

.

.

.
ン
'
の
：
'
ユ
ぺI

ト

ゥ

ピ
 

'ア
：|
-
-
矛

盾

の.
^

い

社

会

：の

構

想
~

—
を
、：
急
進
主
義
と
の
関
連
忙
お
い
て
分
析
し
.よ

'5
:

.
ど
：す 

る
。-(

そ
の
構
成
に
つ
い
て
：は
、：：
開
明
的
她
主
ブ
小
市
民
的
急
進
主
義
’
ノ
ブ
ル
.ジ
ョ
.. 

ァ
备
進
主
義
の
開
係
办
ど
に
つ
い
て
、
本
誌
五
五
卷〕

0

号
ゆ
書
評
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〇
月
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に
，
お

い

て

若

干

疑

問

を

提

示

し

：て

.お
い
た
。

)
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:
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ォ
ゥ
ェ
.
ン
に
マ
い
て
の
永
井
氏
の
_
本
的
な
把
握
は
次
の
よ
ぅ
な
も
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で
あ
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>
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'
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あ
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ー
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ゥ
ェ
.
.ン

调

係

文

献

と

研

究

_
の

動

狗

一'
、；遠
社
会
韻」

.
に
つ
い
て
0

へ
こ
：
れ

が

ブ

ル

ジ
.:
ョ

ァ

的

立

場

に

あ

る
こ
と. 

は
異
論
が
な
い
が
、
'.
C
.の
性
格
形
成
原
理
が
ど
の
よ
;5
な
意
味
を
も
っ
て

.

.い

.る

.か
-'
°

:

.
性
格
形
成
原
理
が
彼
の
資
本
主
義
批
判
の
思
想
的
基
盤
と
‘な
る
が
、
ブ 

,
.

.

ル
ジ

ョ
.ア
的
立
場
か
ら
す
る
ブ
ル
ジ

ョ

7
社
会
批
判
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は
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ぅ
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の
で
；あ
る
か
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ク
；州
へ
の
：報
告
1~
に
つ
：い
て
。
’
ォ
ゥ
モ
ン
：の
立
場
、
.
お
よ
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_

由
競
争
と
叙
有
財
産
：を
莶
礎
ど
す
る
資
本
主
義
の
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定
が
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こ
で
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;;
办

よ

ぅ
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が
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ゥ
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に
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て
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資
本
主
義
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の
原
埋
を
教
爻
ら
れ
た
の
で
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な
く
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馴
致
さ
れ
た
の

で
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.り
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格
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成
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、
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資

本
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強
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。
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を
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記
五
島
氏
の
著
作
史
と
次
の
も
の
が
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お
重
要
か
つ
有
用
で
あ
る
。
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業
資
本
の
ィ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
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.だ
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理
念
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1
重
性
"
~
~現
実
性
と
空
想
性
~

~

~の
、
. '後
者
の
極
端
な

例
が
ォ
ゥH

ン
で
あ
.る
、。
双
は
、
功
利
主
義
の
環
境
論
的
教
育
論
に
よ
っ
て
階 

級
対
立
を
緩
和
し
，
階
級
協
調
に
ょ
り
労
資
双
方
の
利
益
を
増
大
し
う
る
と
い 

う
強
い
信
念
を
-%
ち
、，
盲
目
的
な
利
潤
追
求
-'
低
賛
金
、
.不
況
、
さ
ら
に
自
由 

競
争
と
分
筆
に
対
す
：る
批
判
に
到
達
し
た
の
，で
あ
る
。'(

序)
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題
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て
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去
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’

調

和

的

な
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れ

い

ぎ
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昏

本

主

截

を

創

.

.

.出

す
.る
..こ
：と.で

あ
.

>6.。
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.

「

新

社

会

観

」

：
以

後、
.一
オ
ゥ
：
モ

ン

は

盲

目

的

'̂
資
本
主
義
的
利
潤
追
求
の
%■ 

ク
矛
盾
の
認
識
ヒ
お
い
て
前
進
^

、
..共

産

主

義

め

構

想

へ

と

次

第

贮

変

ゥ

、

「

ニ' 

一
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フ
ー
チ.
|
,ク

州
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報
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:'
.
'
'
-
に
.お
い
'て
、：:共
産
主
義
的
ユ
；丨
ト

カ
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°

'

ァ
：を 

1ー
兀
全
に
展
開
し
、
.同
時
に
被
の
資
本
主

;«
認
識
を
十
分
.に
：
成

熟

さ

せ

，
た

:°
雇

用

 

不

足

め

直

接

的

原

因

：は
：、
：
あ

ら

ゆ

る

種

類

の

.富
の
生
產
過
剰
セ
あ
り
、.，ま
た
新
. 

ン
資
本
の
異
常
な
増
加
分
を
社
会
全
体
に
配
分
^
る
様
式
の
欠
陥
で
あ
る
と
し 

::
-ズ
、：
識
は
労
働
力
の
価
値
.の
.恢
復
、
貨
幣
の
廃
止
、：
す
な
わ
：ち
裔
業
の
原
寧
，
 

.把
も
と
づ
か
な
い
；新
社
会
を
構
想
す
る
。
：；.だ
が
と
.の
資
本
主
義
批
判
へ
の
中
核 

1i
、''
:

自
凼
競
争
に
よ
ら
て
強
制
さ
ー
れ
石
盲
目
的
利
潤
追
求
に
対
ず
る
批
判
で
あ 

.り
、
そ
の
、視
角
は「

新
社
会
観」

；以
來
全
べ
変
: -

て
い
.な
い
，
>c
;
,
.の
典
産
主
義 

的

：
ユ
.
丨

ト

ゥ

ピ

ァ

も

、
，
実

務

家

的

事

実

認

識

が

黴

：
い
：か

げ

.を

や

ど

：し.て

い

る

。

彼
.が

低

賃

金

：
の

経

済

#

造
の
基
底
と
し
て
分
業
と
自
由
競
争
を
'さ
.
ぐ
り
当

て

た

 

.こ
と
ほ
功
饋
で
^

る

が

、

そ

れ

は

：直

観

的

把

握

に

過

ぎ

な

：か

，
っ

.た
が
ら
、
.外
的
: 

'強
制
と
し
.て
の
：自

虛g

争

：を

廃

止

し

^

生

産

の

内

的

諸

条

件

を

そ

れ

に

^

じ

て
 

改

造

す

る

と.と

士

十

分

と

考
:^
た
；。
，
彼

は

、

V

.
ル
^

ョ"
ァ
的
視
占
S

外
©
視
点 

を
も
た
な
か
つ
，た
に
も
か
'か
わ
ら
ず
で
は
な
く
、
ま
さ
fc
.そ
の
ゆ
え
に
、
資
本 

:
主

義

社

会

の

大

胆

な

氣

革

者

と

：な

力

得

た

：
。

モ

ゾ

ゲ
：ル
ス
の
い
$

よ
5

に
、「

オ 

ゥ
.キ
ン
の
共
産
主
義
ほ…

::

純
然
た
る
事
務
的
方
法
、
.い
わ
ば
商
人
的
打
算
の 

結
果」

.
で
あ
り
,'
.',
.理
想
社
会
は
、
や

は

り「

新
社
会
観」

€)
延
長
上
で
構
想
さ
. 

れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0 

;か
：べ

；し

で

永

井

氏

.に

.お
い
そ
は
、
：
オ
ゥ
ェ
ン 

は
高
ぃ
利
潤
の
由
に
全
人
類
解
放
め
道
を
求
め
、
：
ベ
シ
サ
ム
：か
ら
出
発
し
'
.
ベ

.
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サ
'A
体
系
の
う
毛
.に
：灰
.ゥ
な
が
ら
、
資
本
関
係
確
立
め
理
論
を
、
実
務
家
企 

-.
業
経
営
論
に
ょ
ら
^

M

-関
係
変
革
の
理
論
に
変
^

た
玉
い
う
ょ
う
に
、
常
に 

:,
;
才
々
.エ
；'.ン
-0
ブ
.ル
.ジ
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3

ア
意
識
が
.強
調
さ
れ
る
。
：
そ
し
て
オ
ゥ
エ
ン
は
、
狭
い 

. 

''
経
験
的
领
域
に
お
い
て
、

,^
象
経
営
の
原
理
と
し
て
の
，み
資
本
主
義
を
把
握
し 

.-
た

に

過

，ぎ

ず

、
,従
：っ
て
資
本
主
義
的
世
界
と
衝
突
ず
る
こ
と
な
く
変
革
が
可
能 

と
み
な
さ
れ
た
,:
0

氏
ば
、
-
反
生
産
力
的
立
場
を
と
る
こ
と

な

く

、
\
生

産

的

労

働 

を
直
接
に
社
会
化
ざ
れ
た
労
働
に
耘
化
せ
し
也
、
資
本
主
義
を
高
次
の
社
会
形 

態
艽
変
苹
し
ょ
う
土
す
石
特
異
な
思
想
の
.中
に
才
ゥ
キ
ン
の
级
辕
の
：す
べ
て
&̂ 

あ
る
、
と
1し
'

オ
ゃ
エ
シ
0
階
^

^
調

論

と

資

本

主

義

変

革

論

を

.正

当

に

評

価
 

.'
■:

せ
ん
と
，

，

被
が

J

プ

：ロ
：
レ

タ

リ

ア

ー

ト

が

朱

熟

で

も

,0
た
.時

代

の

、

資
 

.
本

主

義

の

矛

盾
>

害

惡

：と
，：を

根

底

か

ら

除

去

し

ょ

.う
と
.し
.た
、：.哲
学
句
蚤
隹
^

;中
の
.た
だ
—
人
と
：結
論
ず
る
。

.

.

.

. 

'

こ
の
書
に
関
し
て
は
、
私
の
書
評
.に
.つ
，い
で
、
永
井
氏
の
指
導
故
授
で
あ
る 

水

,0
3

洋

氏

の「

功

利

主

義

、

急

進

主

義

•
社
会
主
義
.

」

.「

経
済
科
学」

文
3 (

名
.
 

.古
屋
大
学
•

1

九j

ハ
三'年
三
月)

ド
が
あ
る
.。
水
田
氏
は
私
の
疑
問
に
対
し
て
、
著 

一

廣

の

意

図

は

こ

れ

ま

で

：

r

つ
：の

連

続

と

し
..

て
：理
解
さ
れ
て
い
た
ゥ
ォ
I

レ
ス
か 

..

ら
'ォ
：ゥ
ェ
.
V'
ま
で
を
、
ひ
と
ま
ず
分
断
し
た
上
で
新
た
に
思
想
^
的
に
再
構
成 

:す
る
と
と
：で

あ

.,
0
ぶ
と
弁
護
さ
れ
''
そ

の

分

解

作

業

を

、

〉
「

ゥ

ォ
I

レ
ス
も
、. 

小
市
民
的
急
進
主
義
者
た
ち
も
、
：そ
れ
ぞ
れr

直
線
的
な 

'つ
な
が
り
を
も
た
■ぬ 

と
.と
が
あ
き
ら
か
食
さ
.れ
た
©'
_ち
：に
、
哲
学
的
急
進
主
義
か
ら
オ
ー
キ
ン
へ
b
 

系
譜
が
う
：か
.び
あ
が
っ
て
き
た
.の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
前
述
の
ょ
う
.に
、
 

，哲
学
的
急
進
主
義
の
：澥
体
過
程
' へ
の

、
.分
析
視
角
を
鑛
す
る
こ
と
に
な
っ
た 

め
で
あ
.つ
た」
と
■高
く
評
価
ず
る
。
.水
田
氏
は
ま
た
別
に
、
経
済
学
史
学
会
年

報
の
学
会
展
藥(

ー
九
六
3

年
一
一
月)

で
も
こ
の
書
に
触
れ
、
こ
の
領
域
で
の 

研
究
史
上
画
期
的
な
も
の
と
評
価
し
，て
お
り
、
ほ
ぼ
永
井
説
の
全
面
的
支
持
と 

考
え
て
ょ
か
ろ
う
。

-
'

こ
れ
に
対
す
る
異
論
と
し
て
出
さ
れ
免
も
の
が
、：

古
賀
秀
男
.
'

「

口
、パ
ー
ト
，
•

. 

オ
ゥ
エ
ン
研
究
の
，新
し
い
段
階」

.

.

(

歴
史
学
研
究
11
、

一
 

九
六
三
年
一
.

j

月)

'
:で
、
. 

古
賀
氏
は
永
井
説
を
積
極
的
に
.評
偭
し
な
が
ら
も
、
永
井
氏
の「

資
本
主
義
的 

秩
序
が
必
然
的
に
含
む
諸
害
惡
を
、
資
本
主
義
の
わ
く
の
中
で
解
決
し
ょ
う
と 

す
る
空
想
性」

と
い
う
空
想
的
社
会
主
義
の
.理
解
を
、
従
来
の
階
級
闘
争
論
の 

欠
如
と
い
う
観
点
と
は
異
る
と
し
て
問
題
視
し
、
ま

た「

資
本
主
義
.の
わ
く
の 

■
中」

.
と

..

「

資
本
主
義
的
階
級
対
立
.の
杏
定」

を
矛
盾
す
る
と
す
る
。
.そ
し
て
オ 

ゥ
エ

シ

の

ブ

ル

ジ

ョ

，ァ
性
を
強
調
す
る
永
井
氏
に
対
し
、
先
ず
永
井
氏
が
引
き 

合
い
に
出
し
た「

新
社
会
観」

の
献
辞
は
.経
営
者
に
あ
て
た
も
の
.で
あ
り
、
ま 

た
頭
の
古
い
政
府
、-
為
政
者
に
対
し
て
、
目
下
実
現
可
能
な
方
策
を
示
し
た
も 

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
.社
会
主
韻
の
方
向
.に
大
き
く
前
進
し
た「

工
業
貧 

民
救
済
委
員
会
べ
の
報
告」

に
つ
い
て
、
労
働
カ
価
值
の
増
大
,

利

'閏

消

滅

を 

ね
ら
っ
た
も
の
と
し
て
、
オ
ゥ
：エ
ン
"

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
説
を
と
"る
松
田
弘
三
氏 

■を
、
労
働
の
'価
値
.の
恢
復
以
上
の
ご
と
.を
.考
え
な
か
っ
た
と
.い
う
理
由
で
孓
け
.
. 

る
永
井
氏
を
支
持
し
.な
が
.ら
も
、「

利
潤
が
大
き
い
こ
と
が
社
会
の
利
益
：に
な
.
. 

る
と
.い
う
の
は
、
.
オ
ウ
エ
ン
が
ブ
ル
ジ

ョ
ア
社
会
以
外
の
社
会
を
考
え
る
こ
と

ウ
ゼ
ァ」

.
の
成
立
と
.い
う
こ
と
に
.も
疑
問
を
投
げ
か
.け
て
\,
>
る
。
古
賀
氏
の
主 

張
は
、
根
本
的
な
問
題
と
:.
1
>て
、
'オ
ウH
シ
を
ブ
ル
.ジ
ョ
ァ
的
甚
盤
に
た
つ
哲 

.学
的
急
進
派
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
オ
ウ
土
ン
を
-1
社
会
主
義
の
父」

. 

と
み
な
す
広
;-
<

認
め
1ら
れ
て
い
る
理
解
と
対
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
0. 

性
格
形
成
論
に
.つ
い
て
、:
資
本
主
義
に
馴
致
さ
.せ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
客 

観
的
に
は
労
働
者
階
級
の
前
進
向
上
を
促
進
し
、
資
本
主
義
の
変
革
を
志
向
す 

る
4

い
う
面
に
注
意
を
促
し
、
永
井
氏
の
：

>

空
想
性
"
の
理
解
を
オ
ウ
ユ
ン
に 

.
対
す
る
う
し
ろ
向
き
の
解
釈
と
し
、
，

「

ラ
ナ
ー
ク
州

へ
の
報
告」

に
.お
け
る
共 

産
主
義
の
比
重
を
強
調
し
、
：ま
た
そ
.れ
以
後
、
労
働
者
に
：接
近
し
て
い
っ
た
実 

践
運
動
家
と
し
て
の
観
点
を
指
摘
し
、
社
会
主
義
と
労
働
運
動
の
視
点
か
ら
見 

直
す
こ
と
を
、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
摂
取
さ
れ
た
オ
ウ
エ
ー
シ
の
積
極
的
な 

.面
か
ら
、
多
く
を
学
ぶ
べ
き
，こ
と
'.

を
、
古
賀
氏
ば
主
張
し
て
い
る
。

，

...... 

、

さ
て
、
以
上
の
よ
う
.な
オ
ウ
エ
ン
解
釈
を
め
ぐ
る
波
紋
は
、
.オ
ウ
エ
ン
の
影 

響
す
る
：と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
だ
け
に
、
今
後
も
社
会
：生
義
史
や
労
働
運
動 

史
や
協
同
組
合
思
想
や
教
育
思
想
の
岸
辺
.に
波
及
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
中
. 

心
と
な
る1

石
は
オ
ウ
エ
ン
の
階
級
的
性
格
の
理
解
で
あ
る
。.
オ
ウ
エ
ン
自
身 

は
成
功
し
た
ブ
ル
ジ
：ヨ
ア
ジ
ー
だ
が
、
例
え
ば
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
は
次
の
よ
う

が

で

き

な

か
0

た
か
ら」

-

と_
い
ぅ.
説
に
对
し
て
'
は
、'
オ
ゥ
エ
：
ン

の

利

潤

概

念

は

に

云

ぅ
。.

「

リ
：力
ー
ド
ゥ
と
オ
ゥ
エ
：'

ン
は
ニ
つ
の
階
級
の

代
表
者
で
あ
.る
。

前 

明
確
で
な
い
•

の
だ.
か
ら
い
さ
さ
か
早
計
な
説
明
で
、
ブ
..ル

ジ

ョ

ア

的

観

点

を

強

者

は

す

ャ

^

と
な
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
代
表
し
、
後
者
は
ま_ 

調
し
す
ぎ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ

し

て

「

ラ
ナー

ク
州
.

.
へ

の

報

告1-
ゆ

単

に
»
た.
即
自
的
階
級
.

と
な
ら
.

な
か
っ
た
、ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
代
表
す
る
。
，(「

経
済 

き
れ
い
な
資
本
主
義
で
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、： 

r

ブ

ル

ジ
3

ア
的
ユ
ー

ト

学
史
«-

直
井
>

広

島

訳

：ニ
：卷

三

四

六

；ぺ

|

ジ)

ま

た.
松

田.
弘
111

氏

に
'

ょ

れ

ば

、

.

■■
P
バー

ト
，
オ
ゥ
H

X
関
係
文
献
と
研
究
の
動
向
'

.

'

. 

-
4
1
.
1
.

へ
匕
四
三)



「

IE
真

正

銘

：の

產

業

資

本

家

で

あ

.？
た
..オ—

 

6
:チ
ン
は
，(

い

ま

や

：
7°
ロ
：レ

タ

リ.
 

ア
ー
ト
の
理
論
的
代
表
志
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
オ
！
ゥ
X.
ン
主
義
は
た
し 

か

に

、『

本

来

：
フ
ル
：ジ
：
ョ

テ

ジ

I

か
ら
で
た
も
の』

(

ぎ
$

£

に
ち
が
い
な
.1
'

'■
が
、
そ
れ
が
プ
ロ
.レ
^
:リ
ア
：丨
ト
€>
利

害

を

擁

護

す

る

社

会

主

義

で

あ

，
っ
；
た
：
こ 

.

之
は
杏
定
し
え
な
い
。：：た
だ
し
,'
そ
れ
於
こ
0

段
階
で
ま
だ
：労
働
者
階
級
：に
：
 

.『

依

拠』

し

え

な

か

ら

た
.ば
か
り
で
な
く
、'

ヴ
い
：に
最
後
ま
で
と
れ
と
，『

融
合 

す
る
：
と
が
で
き
な』

,;
か
っ
：た
：と
い
ぅ
致
命
的
欠
陥
を
も
っ
て
は
'い
'
た

が
1_
°
1 

(C 「

科
学
的
経
攀
の
成
立
過
程」
' 二
八
五〜

六
ベ
I

ジー)

〃
こ
の
ょ
ぅ
な
理
解
^

舛 

し
て
永
井
氏
は
、
^
ゥ
土 

.ン
を
哲
学
的
急
進
派
と
し
て
位
置
づ
け
、ブ

ル
ジ
ョ
ア 

性
で
割
り
切
る
と
，い
ぅ
新
解
釈
を
ポ
し
、
古
質
氏
は
そ
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も 

な

：お

割

り

切

れ
.な
い
面
を
承
し
て
い
\る
。_
私
の
ォ
ゥ
.ェ.
ゾ
観
に
つ
い
て
は
、
近 

著 

'

「

口
-'
-
.
ハ

ー

ト
•
'オ
.ゥ
.ェ
ン」

(

世
界
思
想
家
全
書
、
^-
»

店)

，
で
述
べ
る
は
ず 

だ
が
、
と
り
あ
え
ず
以
4

の
見
解
に
つ
.い
て
若
干
の
覚
え
書
き
を
示
そ
ぅ
。

：
，
.
.

蓝
本
的
な
問
題
は
:;
'
:古
質
氏
も
指
摘
す
る
ょ
ぅ
に
、
、オ
ゥ
キ
ン
を
哲
学
的
急 

進
派
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
v'
-
ぅ

こ

；と

で

あ

る

。

永
井
氏
は
、
ゥ
才
丨
レ
ス
と
、
..
ブ
ラ
’イ
，ス
や
プ
リ
ー
ス
ト
リ
な
ど
の
小
市
民 

的
急
進
主
義
を
分
析
し
、：
そ
れ
ぞ
れ
オ
ゥ
工
ン
と
.直
接
的
な
つ
な
が
り
を
も
た
. 

ぬ
.こ

と

が

明

：ら

か

'
上

な

っ

た

の
ち
に
、
哲
学
的
急
進
主
義
か
ら
■オ
ヴ
ェ
ン
へ
の 

.系
譜
が
浮
か
び
上
っ
て
き
た
と

.

水
田
氏
は
理
解
さ
れ
る
が
、:■•
，こ
の
分
解
作
業
の
；
 

意
義
は
ぢ
る
に
し
て
も
、.

こ
の
ょ
ぅ
な
単
純
な
消
去
法
で
は
.
--
-
*

:

哲
学
的
急
進
主 

義
と
オ
ゥ
H
-
Vた
け
，が
強
引
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
他
の
要
因
が
鞋
視
ま
た
は
無 

視
さ
れ
る
こ
と
.に
な
ろ
ぅ
。

:

永
井
氏
は
、哲
学
的
.急
進
主
義
者
た
ち
を
、産
業
資
本
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で

あ

..

V
'
.

 

.
パ

,

-

六
四
.
' 

パ
七
四 
S

 

」
■

り
、
資
本
主
義
秩
序
をj

方
で
は
絶
対
視
し
つ
つ
.'
:,
他
方
ぞ
叹
秩
序
の
.も
と
で 

1

■切
の
経
済
的
害
惡
を
除
去
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
..
.る
。，.
.
.

(

序
八
ベ
ー

ジ)

.

だ 

が
:-
:
:
'

i

切
の
経
済
的
害
悪
の
除
.去
：と
；̂

何
で
お
ろ
う
：か
。
哲
学
的
急
進
派
の
救 

貧

在

改

正

、
：
：選

挙

法

改

«
;
;経

済

的

自

由

：
の

主

張

，

新

'マ
ル
サ
ス
主
義
に
.よ
る 

.

.

.

.
貧
困
■の

緩

和

な

へ

ど

は

そ

れ

ぞ

れ

多

少

.の
意
张
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し 

て「

切
の
経
済
的
害
悪
に
立
ち
向
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
資 

本
主
義
.の
矛
盾
を
塗
り
か
べ
す
俗
流
経
済
学
者
、
法
学
者
で
あ
り
、
そ
の
理
_
 

的
な
指
導
者
べ
ン
サ：

ム
は
、
安
全
.と
平
等
が
衝
突
す
る
.時

は

'
一

瞬

の

た

め

ら

い 

も
炎
く
平
等
を
捨
て
よ
と
教
ぇ
：た
>
彼
ら
.の

,/
資
本
に
'̂
っ.
て
の
ユ
I

ト
ゥ
ピ
. 

.
ァ
"
は
、
そ
の
ま
ま
^

罾
的
に
ォ
ゥ
-

ン‘
の
共
産
主
義
と
な
る
の
で
は
な
く
、
©
 

学
的
急
進
主
翁
が
社
主
義
の
祖
と
.な
る
た
め
に
は
、，

ォ
ゥH

ン
の
は
ら
ん
に 

富
ん
だ
生
涯
が
示
す
よ
う
に
、.
"命
が
け
の
飛
躍
"

が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。

:
ォ
ゥ
ェ
ン
の
側
か
ら
見
れ
ば
、「

新
社
会
観」

と

「

ラ
ナ
丨
ク
州
へ
の
報
告」 

を
1
:
'
:
貫
し
て
ブ
ル
ジ
>
 
ア
.的
視
点
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は一 .

つ
の
試
み
. 

で
は
あ
る
が
、
.後
者
を
単
に
社
会
全
体
か
ら
す
る
労
働
力
の
保
全
、
社
会
全
体 

の
:^
本
主
義
的
合
理
的
経
営
と
し
か
考
ぇ
ら
れ
な
い
か
ど
ラ
か
。
実
務
家
的
な 

事
実
認
識
は
事
実
だ
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
視
点
以
外
を
も
た
な
.か
っ
た
ル
如
^>

.

に
、
，：資
本
主
義
社
会
の
大
胆
な
改
革
者
た
り
ぇ
た(

水
' 0

氏
に
よ
れ
过「

ブ
ル
ジ 

ョ
7

的
=
:

べ
：
ン
サ
マ
ィ
ト
的
思
想
性
格
か
ら
の.

必
然
的
発
展
^

と

い
う
の
は
、
論 

理
と.

し
て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
他
の
ブ
ル
ジ
H

ァ

•

ィ
デ
ォ.

口
ー
グ
が
、
そ 

•

れ
で.

は
何
故
オ
ウ
ェ
シ
的
共
産
主
義
者
と
：な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
オ
ウ
エ
ン
一 

人
を
i- b

て
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
性
の
枠
の
中
で
資
本
主
義
の
.否
定
に
進
ま
せ
た
も
の 

は

何

な

の

か

：。

.

.

当
然
に
そ
の
十
分
条
件
の
提
示
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ

こ

で

当

，然

に

、

「

新

社

会

観

」

I

「

ラ
チ
：I
ク
州
へ
の
報
告」

を

、
..
.
.〃資
本 

主
義
へ
の
馴
致
"
と
〃
き
れ
い
九
資
本
主
義
"
と
な
す
永
井
説
に
対
^

て
、
労
働 

者

階

級

：
の

前

進
"
：
共
産
主
義
.、
：オ
ウ
ェ
ソ
の
実
践
運
動
を
.

^
■
す

る
;*
賀
説
が
. 

登
場
す
る
。
.古
質
説
は
未
だ
書
評
の
：段
階
な
:0
,で
、：
そ
の
体
系
化
が
ま
た
：れ
る 

し
、
永
井
.氏

は
—1
後

期

オ

ー

ユ

シ

：、に

づ

い

て

の

著

者

め

理

解

の

-^
ゼ

し

さ

を

実
 

証
す
る
し
ご
と
を
、
.今

後

に

：
の
こ

，
し

て

、
い

る

」

：(

水
田
氏
書
評) 

'の
セ
、
：両
者
の 

さ
ら
.に
本
格
的
な
比
較
は
今
後
の
こ
と
に
众
^

ぅ
。
:-
-
そ
の
除
に
は
、
さ
ら
に
宗 

教
、
家
族
制
度
、
-
国

家

諭

な

ど

，
、
包
_

な

間

題

が

扱

わ

れ

右

ベ

：
き

だ

：が

、
：
.
ホ 

ウ
ェ
ン
の
プ
ル
ジ
M

ア
的
傾
向
と
社
会
主
義
的
.傾
向
の
問
題
を
、
リ
ヵ
I
ド
ウ 

の
経
済
学
と
べ
ン
サ
ム
.の
功
利
主
義
思
想
か
ら
.の
発
展
と
し
て
€>
'
み
考
え
.よ
.ぅ 

と
す
る
風
潮
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、、コ
ド
ウ
イ
ゾ

の役
！
！

を
指
摘 

_
3て
お
;こ
ぅ
0
;;:
:

.

'

'

.

.

-

-V
1
-.
,

:' 

.
オ
ウ
ェ
ン
.と
.ゴ
.，ド
ウ
イ
ン
.と
の
関
連
.に
つ
い
て
は
、

ぃ
べ
つ
か
.の
伝
記
；で
次
. 

の
よ
ぅ
に
指
摘
さ
-れ
て
い
'^

■'.
:

こ

'

へ
:

■;

_
.'
• 

, 

『

政
治
的
正
義』

に
通
じ
'て
い
る
人
は
、，
ゴ
：ド
ウ
イ
ン
の
哲
学
的
概
念
と 

オ
ウ
:ェ
ン
が
.ー
ー
〇
$

に
解
説
1

た
も
の
と
の
.吼

の

、
，
あ

る

時

に

は

使

用

さ

. 

'
れ

た

実

際

：：の

言

葉

.に
ま
で
瓦
ぶ
著
し
い
類
似
-^
認
办
：る
だ
み
ぅ
。1-
.
: 

F.. p
o
d
—

. 

m
o
r
e
,

 

R
o

b
e

r
t

 

O
w

e
n

,

 

A

 

B
v

^
r

b
/

p
h

y
,

 

1.923, 

p. 

1
1
9
.

.

■V「

一
A
:
i三

年

オ

：
ウ
ェ
ー
ン

.が

：
ド
ン
；
ド

シ

に

長

:<
い
；
た

時

バ

当

時

：の

多

v

:'
0
.* 

へ
^

^
者
に
会
い
親
し
；く
な
っ
た
。
：こ
：め
中
に
ゴ
：ド
ヴ
イ
y
が
、お
'り

、
：
.
そ

の

見 

...
解
'は

、''
彼

自

身

：
.の

そ

れ

と

共

通

す

：る

と

と

：
ろ
極
め
て
多
ー
い
、

•
ゴ

ド

ウ

イ

シ

の 

イ
俥
-

な̂
»

は
、(

：
オ

ウH

ゾ

の
精
祌
を
.形
成
寸
る
祀
役
.立
0
.た

も

.の
へ
の

 

> 
う

で.

■%
.づ

：た
。

」

>
.
.
.P-
I
J
.
尚

.'
'

Gk>k'

&
r
r
t
o
i

 彡
，：1925'P,..

台2 。

'..

.

.

.

.

 

.——

*
.•

-

,

ロ
パ
~

ト
> -

ォ
ゥ
.ェ
ン
関
係
文
献
と
研
究
の
動
向
-.
:

.
'

.
「

ォ
.ウH

ン
の
思
想
が
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
ば
容
易
に
想 

:

■
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
、『

政
治
的
正
義』
は
彼
が
読
ん
だ
で
る
し
の
あ
る
唯 

-

.の
政
治
的
著
作
..で
あ
る」

M.::cole,. 

.
R

o
b

e
r

t
.

.
.

O
w

e
n

 

o
/

 

.
N

e
w

 

.
L

a
n

a
r

k
,

 

1953, 

p. 27.

■

オ
ウ
チ
シ
が
べ
シ
サ
入
之
ひ
カー

ド
ウ
に
強
く
影
響
さ
れ
、
功
利
主
蕃
か
ら

出
発
し
て
い
る
こ
と
.ば
事
実
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
ニ
つ
の
こ
と
が
注
意
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
'第
一
に
オ
ウ
ェ
ン
自
身
は
べ
ン
サ
ム
や
リ
カ
ー
ド
ウ
を
強
く

批
判
.し
て
'い
る
こ
-A
.
0
'第
l

E
、_
快
楽
を
.求
め
^

痛
を
'避
け
る
と
.い
う
功
利
主
.
.

.

義
は
、
，哲
学
的
急
進
派
だ
け
の
も
の
で
は.
な
く
、.
小
生
.産
者
的
な
系
譜
も
同
時

に
存
在
す
る
.
'こ
.と
0
.ゴ
.ド
ウ
ィ
ン
の
功
利
主
義
に
つ
い
.て
は
、
拙
著
'「

ウ
ィ
リ

,

ア
ム
•
，ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

、(

未
来
®

で
論
じ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
才
ウ
ェ
ン
は

事
実
こ
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
功
利
主
義i

ょ
る
社
会
批
判
に
強
く
影
響
さ
れ
た
。

:
:労
資
の
平
和
共
存
、
'0
家
榷
カ
.へ
0
期
待
、
企
槳
意
識
を
除
げ
ば
、：

つ
ま
り
ブ

ル
ジ
3-
1ァ
性
で
割
り
切
れ
な
い
と
こ
：ち
ぼ
、'

1

般
的
幸
福=

徳
”
知
識
と
い
う

./

考
え
方
も
、

^
境
■

=

性
格
形
成
腠
娌
.
.に
基
づ
く
社
会
批
判
も
，
処
罰
の
廃
11
1

も
、：
理
性
の
尊
貧
も
、

〈

労
働
時
間
短
縮
%'
、：
奢
侈
と
蓄
猜
熟
に
対
す
る
攻
撃
、

，そ
の
^

i

と
な
っ
た
.下
層
階
級
へ
.の
同
情
も
、豊
富
の
中
の
貧
®

、自
由
競
争
、

盲
目
的
な
利
潤
追
求
、へ.
マ
：ル
^
ス
乂 
口
論
へ
，の
批
判
も
、；賀
幣
の
廃
止
も
、
そ

し
て
と
り
わ
け
殳
||
の
抵
判
も
、共
産
主
義
，の
'社
会
に
お
.い
.で
は
公
正
と
正
義
、

.

■.

卒
直
と.
公
平
の
原
理
が
社
会
の
全
行
為
に
感
化
を.
及
ぼ
す
だ
ろ
う
'.と
い
う
予
測

■
も

、

、コ
；
ド

ウ

ィ

ン

，
の

.

も
.

の
で
あ
：る.
カ

ま

た
■
は
こ
.

れ
；と.

.

深
.

V

関
連
を
.

も
っ.
て
V

 

へ*

*

)

'.
-

.

.

.

る
。-
永
井
：氏
は
、'-「

ま
だ
あ
ら
わ
；れ
た
ば
か
り
(7
>

:

自
己.
を.
表
現
し
：え
な
か
0た

.

.プ
ロ
..レ
.'タ
'
.
Vア
ー
.
ト

の

.、
ハ

劣

悪

な

労

働

ど

生

活

^

の
_

条̂

件
.の
_改

善

に

た

-
:
>
\
し

■

六
五
：：：

(

七
四
五)

.



て
、
配
撤
を
な
し
え
た
の
は
、
，M
心
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
以
外
に
.は
い
な
か
っ
た

は
^:」「
：2

邊〕 1

•へ
：1

£

'と
1'
;

%
扣
る
#
兒

意
味
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、そ
こ
..に
.は
小
ブ
.
'ル
，ジ
，：3
,
.
.
ァ
.か
ら
.良
.心
61
イ
.
.ン
.テ
：リ
、
 

貴
族
め
至
.る
ま
.で
、
：'ま

^

さ

：ま

な

層

於

存

在

b
.た
'こ
と
を
忘
^

る
■べ
き
で
.：は
江
 

ー
ぃ
。
：
‘：~*
^

ー̂

年
の
遍
渡
的
恐
慌
拟
外
に
尨
、
^

へ
泛
結
：€
す
る
思
想
的
蝕
媒
に
は
何
が
あ
っ
た
.の
か
.
、

た

と

え

ば

ゴ

ド

ゥ

ィ

ン
 

や

、

リ

ヵ

ー

ド
^
派
社
人
巧
主
蘼
者
た
ち
と
の
関
係
を
ど
ぅ
把
握
す
る
の
か
、
そ
、
- 

し
て
そ
こ
で
、
オ
ゥ
：エ
ソ
：の
実
践
活
動
は
ど
の
ょ
ぅ
な
意
味
を
も
っ
で
い
る
の 

か
”

研
货
の
林
料
は
ま
だ
沬
敗
化
の
ま
ま
免
あ
^

.
'
'
''
く
:-
:

ル 

:
)

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
性
淹
も
.っ
T

オ
ゥ
エ
ン
を
割
り
切
る
.の
は
、
.：
確

か

に

.輿

味

あ

る

ゝ
 

試
み
で
は
あ
る
が
、
.割

が

切

れ

な

い

！

I

分
に
む
し
.ろ
ォ
.ゥ
土
シ
，

.P
意
義
_が
あ 

る
。
哲
学
的
急
進
主
義
の
べ
ン
サ
ミ
ズ
ム
を
も
つ
：て
、
万
.
一
に
も
、
"
プ
ロ
ク 

ル
ス
テ
ス
.の
寝
ムC

•
"た
ら
し
め
て
は
な
ら
な
.い
。
.

(

ご
た
と
え
ば
オ
ゥ
工
ン
のS

叙
伝
に
い
わ
く
、
;

:'

.

.ノ「

こ
の
：ち
ょ
？
と
類
の
な
い
.計

画

，
に

：

|
株
ゼ
电
七
出
た
そ
の
次
の
人
は
^

.

名

な
ジ
ェ
：
レ

ミ

：
ィ

,
づ
ン
％

人

で

あ

：っ

|た

。.
.彼

；は

す

べ.て
が
：根

本

的
.誤

_

に
基 

.'
い

て

い

，
る

法

律

■を
.、.
_
,こ
.の
誤
輝
を
発
見
す
石
こ
.と
_:な

，
し

，
に
ー
修

.正

._せ

.ん

..^
す

る

努
 

■
力
に
、
長
い
一
生
.を
費
し
た
人
で
.、.
ま

た

そ

の

：ゆ

え

に

彼

.の

.

.

一

坐
.は
.、.
た
：え

ま

. 

な
き
善
意
の
努
力
の
生
涯
で
は

あ
っ
た
が
、
個
々
的
な
法
の
害
悪
を
示
し
.そ
.れ 

を
救
済
せ
ん
と
す
る
と
と
に
費
さ
れ
、
決
し
てI

切
の
法
の
根
底
を
突
き
も
し 

パ
な
け
れ
ば
そ
れ
ら
の
•も
の
の
，誤
.
^
，
害

悪

の

原

因

を

認

識

も

し

な

.か

.っ
た
。
彼
. 

は
«

物
を
通
し
、
ま
た
彼
と
の
交
友
を
ゆ
る
さ
れ
た
ご
く
少
数
の
.自
由
な
心
を

持
つ
と
他
わ
れ.
て_
い

た

男

女

；一

一

ジ

.

.

ェ

イ

ム

..ズ

.

.

.

ミ
ル
、
ボ
ウ.
リ
シ
♦
ク
博
士
、

.

 

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
夫
妻
、

フ
ラ
シ
シ
ス
，
プ
レ
イ
ス
、
♦フ
ル
ウ
ム
卿
、
，そ
^
他
一
一 

三
の
人——

を
通
じ
て
の
ほ
か
、■
世
の
中
に
つ
い
て
の
知
識
が
ほ
：と
ん
へ
と
な
か 

„

っ
た
。_

:

こ
れ
が
彼
の
世
界
を
つ
く
っ
て
い
た
の
だ
。」

(

五
岛
訳
ー
七
七
べ 

.

1

ジ)

そ
の
他
ニ
三
四
‘
ぺー

ジ
な
ど
参
亂
。
 

.

;

;:
. 

(

*

*

)

オ
ウ
エ
ン
は
、
，|-
|
分
の
兒
满
に
好
意
を
も
っ
て
く
れ
た
文
紙
家
と
丄
て
パ 

フ
レ
ッ
チ
ャー

夫
人
、

エ
ッ
ジ
ヮ
ー
ス
嬢
、
ポー

ター

嬢
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
、
ウ 

ィ

リ

：ア

ム

，
ロ
ー
ス
コ

I

、
ト
マ
ス
•

ク
ラ
ー
ク
ス
ン
の
名
を
举
げ
、
好
意
を
持 

へ.

.

.

ち

允

が

ら

も

経

済

学

や

政

治

学

の

ー

：

r

三
の
点
で
反
対
し
た
人
と
し
て
、

マ
ル

サ
ス
、

：

J

 

:

ミ
ル
、
riy
力 
>丨
ド
ウ
、
ジ

ョ
セ
フ
•
ヒ
ユ
ー
ム
，、

7
レ
イ
ス
，
ア

■■
'
:へh
ウ
：？̂
ド
な
ど
；を
数
を
て
：い
る
-

(

自
伝
三
六
九
厂
三
七
〇
ぺ「

丨
^)

-

:

.

'
，'
.
''•
•'
.ぐ
；
-:
-
;
-
:
.
' 

1

1

九
六
四
阻
，
七 
_
•
―
-'
九——

m

評

.

ミ
カ
エ
.
ル
、

ハ
リ
ン
グ
ト
ン
著

『

も
ぅ
一
つ
の
ア
メ
リ
カ

•

I

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
貧
困
I

』

.

Michael 〉Harrington.; 

The. other .America,. Poverty in 

the U
m
t
e
a

 Sta-tes, N
e
w

 York, Macmillan, 

1962 ，

.

ノ
 

- 

-

:

:

:.
'

 

.

.

■

;

申

メ

鉢
.

正

へ
_

:..

'

'

.
ニ

.

っ
：

：
:;
'

'

'
:

,
:
:

;

;

ン

S

て
い
わ
ゆ
る
危
機
0

ーーー0
年
代
、

/

 

—

ッ

プ

の

い

ぅ

ー

接

：un

'*; 

e
m
p
l

o'y
m
e
n
t
'

-
が
ア
d

リ
カ
-を
襲
.っ
.た
時
に
は
、
国
民
の
大
多
数
に
ひ
ろ
'が
る 

貧
困
の
問
題
は
政
洽
的
指
導
者
層
に
と
づ
て
も
^

m
す
る
と
と
.の
.で
き
な
い
顕 

在
的
な
一
大
問
題
で
あ
'っ
た
。
と
り
わ
け
0

ス
0

0
急
速
な
絍
織
化
と
そ
の
'政 

治
的
活
動
が
、：

ニ
ユ
j

デ

，
ィ

ー

ル

の

推

進

.に
当
0

て
ヮ
グ
ナ
I

法
ゃ
社
会
保
障 

法
の
成
立
を
も
た
，ら
し
、.
ア
メ
リ
カ
社
会
の
.構

成

を

：広

汎

に

わ

た

.
っ
で
ニ

 

S

 

せ
石
役
割
を
果
'し
た
こ
と
は
、
-こ
の
間
の
.第
倩
を
最
も
；よ
く
物
語
'-
?
>も
0 .
で
あ 

.ろ

ぅ

。
一

そ

こ

に

ば

強

：
い
危
機
の
意
識
が
レ
一
：

'般

に

，
わ

たA

て
存
在
し
，

改
革
-©
運

.，
 

.動
は
中
産
階
級
や
知
識
層
呤
も
強
v>
支
持
を
得
：る
と
と
.が

で

：
き

衣

の

：で
，
あ

る

イ

ノ 

..
こ
の
よ
3

な
諸
改
革
の
結
果
、：
労
働
者
免
ば
じ
.め
泛
：1.
て
耝
織
化
©'
進
ん
：だ
.

.貧
困
の
比
較
的
上
層
部
に
お
；い
.て
は
、
戦
時
経
済
の
完
全
雇
用
的
な
労
働
市
場 

.を
も
背
景
と
し
て
、
次
第
に
国
民
総
生
産
の
分
配
分
が
均
"て
ん
す
る
通
路
が
開 

か
れ
、戦
後
の
平
時
経
済
ぺ
の
復
帰
に
.当
っ
て
懸
念
さ
.れ
た
不
況
も
、_ョ
ー
ロ
ッ 

パ
を
始
め
：と
す
る
経
済
復
興
計
画
や
、
国
内
需
要
の
増
加
等
に
幸
い
さ
れ
て
、
 

程
な
-く
繁
栄
の
五
〇
ヰ
が
に
到
達
す
る
に
.つ
れ
、,:
福
祉
国
家
の
掛
声
の
下
に
貧 

困
の
問
題
は
し
ば
ら
^
-ァ
メ
リ

力
の
世
論
の
大
勢
か
ら
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た 

と
い
つ
て
.よ
か
ち
う
。

:

も
と
よ
り
こ
.の

間

に

：
お

い
.て
も
、
'
一
 

九
四
：五
年
に
は
上
院
の
教
育
•
労
働
委 

員
会
が
低
賃
金
問
題
に
つ
いV

:

の
公
聴
会
を
開
い
て
い
る
し
、
ま
た
五
一
年
に 

は
、
当
時
問
題
で
.あ
っ
た
年
収
'一、
〇
〇
〇
ド
ル
と
い
う
貧
乏
線
に
つ
い
て
の 

統
計
的
論
議
：に
具
体
的
例
証
を
提
供
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
?i
#

-t
l

祉
関
係
団 

体
か
ら
大
統
領
経
済
報
告
書
作
成
：の
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